
2 0

職員人件費　② 725 0 141 0

総事業費（①＋②） 762 0 233 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 教

度

育文化

基本施策 生涯学

　

習
施策体系

施策の内容

刈

学習活動の支援

目
　
　

谷

　
的

　社会教育主事任

市

用資格を取得すること

事

で職

主
た
る
内
容

　研修

務

参加に要する旅費及び

事

負担金を支出す
員の専

業

門性向上を図り、市民

評

の学習活動への る。
取

価

組みを支援する。

位
置

シ

づ
け

関連計画 刈谷市生

ー

涯学習推進計画

根拠法

ト

令 社会教育法

対象者 市

（

職員 事業期間 ～

実施方

様

法 ■直営　□委託　□

式

指定管理　□補助・助

１

成　□その他

）

会計名 担当部 生

Ｂ
　

涯

事
　
業
　
実
　
績

２２年

学

度実績 ２３年度実績 ２

習

４年度実績 ２５年度計

部

画

講習修了者　1名 　

一

講習修了者　1名 　
　

般

　
　 　
　 　
　　　――

会

――――― 　　　――

計

―――――

　講習で得

社

た知識を業務に活かし

会

、市民の学習活動への

教

取組みを支援すること

育

ができた。

成果

(でき

主

たこと)

　部署異動を

事

考慮し職員を定期的に

講

講習会に派遣する必要

習

があるが、開催地が遠

実

方の場合は職員の派遣

施

が困難である。
課題

(

事

できなか 

 ったこと

業

)

指標名称（単位）
実

担

績値 目標値

２２年度 ２

当

３年度 ２４年度 ２５年

課

度 ２７年度

活動 講習参

生

加 実施   ― 実施 ― 実

涯

施
指標

指標

他市との
比

学

較検証

習課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　

推

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

進

２２年度 ２３年度 ２４

係

年度 ２５年度 ２４年度

1

（決算） （決算） （決

0

算） （予算） 事業費内

5

訳

事業費　① 37 0 9

1

2 0 合計 91,600 円
旅費 68,600 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 負担金、補助及び
交付金 23,000 円

一般財源 37 0 9



標
 

指標
 

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 270 270 270 270 合計 270,000 円
委託料 270,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 270 270 270 270

職員人件費　② 362 502 1,556 1,621

総事業費（①＋②） 632 772 1,826 1,891

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 教育文

度

化

基本施策 生涯学習
施

　

策体系
施策の内容 学習

刈

活動の支援

目
　
　
　
的

谷

　核家族化が進み、子

市

どもへの接し方がわか

事

主
た
る
内
容

・小学校区

務

家庭教育推進協議会へ

事

の事業委託
らないと不

業

安を抱える親が増加し

評

ている現状
に対し、家

価

庭教育の重要性を認識

シ

する必要が
あるため、

ー

各種事業を地域におい

ト

て実施し、
家庭や地域

（

の教育力の向上を図る

様

。

位
置
づ
け

関連計画  

式

根拠法令  

対象者 市民

１

事業期間 ～

実施方法 □

）

直営　■委託　□指定

会

管理　□補助・助成　

計

□その他

名 担当部 生涯学習

Ｂ
　
事
　

部

業
　
実
　
績

２２年度実

一

績 ２３年度実績 ２４年

般

度実績 ２５年度計画

か

会

りがね小学校区家庭教

計

育推 小高原小学校区家

家

庭教育推進 小高原小学

庭

校区家庭教育推進 朝日

教

小学校区家庭教育地域

育

推
進協議会　実績2,

地

584人 協議会　実績

域

1,763人 協議会　

推

実績1,574人 進協

進

議会
・学習活動 ・親子

事

ふれあい教室 ・親子ふ

業

れあい教室 ・親子資源

担

回収
・ふれあい活動 ・

当

親子ふれあい草取り ・

課

親子ふれあい草取り ・

生

親子清掃
・啓発活動 ・

涯

ＰＴＡ研修教室 ・ＰＴ

学

Ａ廃品回収 ・親子で防

習

災
・保護者、地域の方

課

との連携 ・みんなで合

款

唱
を図った活動

　学校

項

、家庭、地域が協力し

目

て家庭教育地域活動、

担

親子等ふれあい活動を

当

行い、家庭教育への意

係

識の高揚が図られた。

推

成果

(できたこと)

　

進

事業を委託する学校に

係

より活動内容が異なる

1

ため、参加者の増減の

0

みで事業の達成度を評

5

価することが困難であ

1

る。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 家庭教育地域推進事業の実施 実施 実施 実施 継続実施 継続実施
指



度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 ＰＴＡ総会など各種研修会の実施 実施 実施 実施 継続実施 継続実施
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 418 572 346 583 合計 346,080 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 346,080 円

一般財源 418 572 346 583

職員人件費　② 362 718 1,910 1,621

総事業費（①＋②） 780 1,290 2,256 2,204

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 教育文化

度

基本施策 生涯学習
施策

　

体系
施策の内容 学習活

刈

動の支援

目
　
　
　
的

　

谷

ＰＴＡ会員の教養の向

市

上や相互の親睦を図

主

事

た
る
内
容

・ＰＴＡ連絡

務

協議会育成補助
ること

事

により、ＰＴＡ活動の

業

育成を図る。 ・全国大

評

会旅費補助
・東海北陸

価

大会旅費補助
・会場借

シ

上料補助

位
置
づ
け

関連

ー

計画  

根拠法令  

対象

ト

者 市民 事業期間 ～

実施

（

方法 □直営　□委託　

様

□指定管理　■補助・

式

助成　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ

生

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

涯

年度実績 ２３年度実績

学

２４年度実績 ２５年度

習

計画

・ＰＴＡ連絡協議

部

会総会 ・ＰＴＡ連絡協

一

議会総会 ・ＰＴＡ連絡

般

協議会総会 ・ＰＴＡ連

会

絡協議会総会
・ＰＴＡ

計

研究大会及び情報交 ・

Ｐ

ＰＴＡ研究大会及び情

Ｔ

報交 ・ＰＴＡ研究大会

Ａ

及び情報交 ・ＰＴＡ研

活

究大会及び情報交
換会

動

換会 換会 換会
・東海・

育

北陸ブロックＰＴＡ ・

成

東海・北陸ブロックＰ

事

ＴＡ ・東海・北陸ブロ

業

ックＰＴＡ ・日本ＰＴ

担

Ａ全国研究大会み
研究

当

大会福井大会 研究大会

課

愛知大会 研究大会富山

生

大会 え大会（東海・北

涯

陸ブロック
・日本ＰＴ

学

Ａ全国研究大会ち ・県

習

・三河ＰＴＡ連絡協議

課

会 ・日本ＰＴＡ全国研

款

究大会京 ＰＴＡ研究大

項

会を兼ねる）
ば大会 各

目

種事業 都大会 ・県・三

担

河ＰＴＡ連絡協議会
・

当

県・三河ＰＴＡ連絡協

係

議会 ・県・三河ＰＴＡ

推

連絡協議会 各種事業
各

進

種事業 各種事業

　総会

係

、研究大会などの実施

1

によりＰＴＡ活動の活

0

性化を図ることができ

5

た。

成果

(できたこと

1

)

　毎年行われる全国大会・東海北陸大会の開催地や活動発表の有無により参加人数が異なり、それに合わせて補助額が増
課題

減する。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年



4
指標
成果 クラブ・サークル等名簿登録団体数（団体） ― 233 ― 250 400
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,967 3,076 2,887 3,644 合計 2,886,822 円
報償費 139,400 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 需用費 2,744,272 円
使用料及び賃借料 3,150 円

一般財源 3,967 3,076 2,887 3,644

職員人件費　② 5,074 5,384 5,518 4,569

総事業費（①＋②） 9,041 8,460 8,405 8,213

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 教育文化

基

度

本施策 生涯学習
施策体

　

系
施策の内容 学習活動

刈

の支援

目
　
　
　
的

　刈

谷

谷市生涯学習推進計画

市

に基づき各種事業

主
た

事

る
内
容

・生涯学習啓発

務

用品購入
を実施するこ

事

とで、市民の学習活動

業

への取組 ・生涯学習情

評

報誌作成
みを支援する

価

。 ・生涯学習に関する

シ

研修会の開催

位
置
づ
け

ー

関連計画 刈谷市生涯学

ト

習推進計画

根拠法令  

（

対象者 市民 事業期間 ～

様

実施方法 ■直営　□委

式

託　□指定管理　□補

１

助・助成　□その他

）

会計名 担当部 生涯

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

学

２２年度実績 ２３年度

習

実績 ２４年度実績 ２５

部

年度計画

・生涯学習推

一

進会議 ・生涯学習推進

般

会議 ・生涯学習推進会

会

議 ・生涯学習推進会議

計

・職員研修会 ・職員研

生

修会 ・職員研修会 ・職

涯

員研修会
・クラブ・サ

学

ークル等研修会 ・指導

習

者研修会 ・クラブ・サ

推

ークル等研修会 ・指導

進

者研修会
・生涯学習リ

事

ーダーステップ ・生涯

業

学習リーダー基礎知識

担

・生涯学習リーダース

当

テップ ・生涯学習リー

課

ダー基礎知識
アップ研

生

修 講座 アップ研修 講座

涯

・よかよかガイド作成

学

・生涯学習リーダース

習

テップ ・よかよかガイ

課

ド作成 ・生涯学習リー

款

ダーステップ
・生涯学

項

習ビデオ製作 アップ研

目

修 アップ研修
・よかよ

担

かガイド作成

　よかよ

当

かガイド作成などを通

係

じて講座情報を広く市

推

民に周知し、生涯学習

進

活動への取組みを支援

係

することができた。

成

1

果

(できたこと)

　生

0

涯学習リーダーの活動

5

が継続して行われるよ

1

う引き続き支援をする必要がある。
課題

　
(できなか 

　
 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

成果 生涯学習推進員（生涯学習リーダー）の人数（人） 32 22 32 28 4



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 15,496 13,201 7,221 11,582 合計 7,221,080 円
需用費 824,223 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 役務費 199,139 円
委託料 4,232,748 円

一般財源 15,496 13,201 7,221 11,582 使用料及び賃借料
1,964,970 円

職員人件費　② 5,799 7,178 3,254 3,390

総事業費（①＋②） 21,295 20,379 10,475 14,972

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　

２

　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧

５

　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　

年

業
　
概
　
要

総合計画
分

度

野 教育文化

基本施策 生

　

涯学習
施策体系

施策の

刈

内容 生涯学習施設の利

谷

用促進

目
　
　
　
的

　パ

市

ソコンや携帯電話など

事

により、公共施設

主
た

務

る
内
容

・システム保守

事

管理委託
の空き状況の

業

確認や利用予約を可能

評

とするシ ・システム機

価

器リース
ステムを運用

シ

する。

位
置
づ
け

関連計

ー

画

根拠法令 刈谷市公共

ト

施設予約案内システム

（

に関する規則

対象者 対

様

象者を限定せず。 事業

式

期間 平成１３年度 ～

実

１

施方法 ■直営　■委託

）

　□指定管理　□補助

会

・助成　□その他

計名 担当部 生涯学習

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

部

２年度実績 ２３年度実

一

績 ２４年度実績 ２５年

般

度計画

・保守管理委託

会

・保守管理委託 ・保守

計

管理委託 ・運用保守管

公

理委託
・機器リース ・

共

機器リース ・機器リー

施

ス ・機器リース
・社会

設

教育センター等マスタ

予

設定業務委託

　市民は

約

公共施設を利用するに

案

当たり、予約手続きが

内

容易になるととともに

シ

、施設側では、使用料

ス

の現金収納が減少し、

テ

成果 事務の簡素化及び

ム

現金の紛失・盗難のリ

事

スクを回避することが

業

できた。

(できたこと

担

)

　システムの利用推

当

進を図るため、予約案

課

内システムを広く周知

生

し、システムによる予

涯

約申込件数を増加させ

学

る。
課題

(できなか 

習

 ったこと)

指標名称

課

（単位）
実績値 目標値

款

２２年度 ２３年度 ２４

項

年度 ２５年度 ２７年度

目

成果 システムによる施

担

設予約申込件数（件）

当

70,728 76,2

係

65 72,713 76

施

,300 80,100

設

指標
 

指標
 

他市との

係

比較検証

10 5 1



託料 17,955,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 0 0 17,955 0

職員人件費　② 0 0 3,113 0

総事業費（①＋②） 0 0 21,068 0

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

　

策 生涯学習
施策体系

施

刈

策の内容 生涯学習施設

谷

の利用促進

目
　
　
　
的

市

　職員が使用するOA

事

用パソコンの基本ソフ

務

ト

主
た
る
内
容

・システ

事

ム開発業務委託
（ウィ

業

ンドウズ7）に対応す

評

るとともに、市民
の利

価

便性が高いシステムを

シ

開発する。

位
置
づ
け

関

ー

連計画

根拠法令

対象者

ト

事業期間 ～

実施方法 ■

（

直営　■委託　□指定

様

管理　□補助・助成　

式

□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　

生

業
　
実
　
績

２２年度実

涯

績 ２３年度実績 ２４年

学

度実績 ２５年度計画

　

習

　 ・システム開発業務

部

委託 　
　 　 　
　 　 　
　

一

　 　
　　　―――――

般

―― 　　　―――――

会

―― 　　　―――――

計

――

　ＳａａＳ型で導

公

入したことにより、経

共

費の節減及び事務の簡

施

素化ができたとともに

設

、情報の安全性が向上

予

した。

成果

(できたこ

約

と)

　パソコン・携帯

案

電話・スマートフォン

内

の普及が進む中、各公

シ

共施設に設置してある

ス

利用者端末に関し、リ

テ

ース期間満了
課題

に合

ム

わせ、廃止・縮小を検

開

討していく必要がある

発

。
(できなか 

 った

事

こと)

指標名称（単位

業

）
実績値 目標値

２２年

担

度 ２３年度 ２４年度 ２

当

５年度 ２７年度

活動 公

課

共施設予約案内システ

生

ム開発事業 ― ― 実施 ―

涯

―
指標

指標

他市との
比

学

較検証

習課

款 項 目 担当係

Ｃ
　
事
　
業
　

施

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

設

２２年度 ２３年度 ２４

係

年度 ２５年度 ２４年度

1

（決算） （決算） （決

0

算） （予算） 事業費内

5

訳

事業費　① 0 0 17

1

,955 0 合計 17,955,000 円
委



値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 中央公民館長表彰実施及び各種会議参加 実施 実施 実施 継続実施 継続実施
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 62 105 49 167 合計 48,971 円
報償費 16,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 旅費 8,620 円
需用費 5,451 円

一般財源 62 105 49 167 負担金、補助及び
交付金 18,900 円

職員人件費　② 725 718 849 884

総事業費（①＋②） 787 823 898 1,051

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 教育文化

基

度

本施策 生涯学習
施策体

　

系
施策の内容 学習活動

刈

の支援

目
　
　
　
的

　愛

谷

知県公民館連合会・西

市

三河公民館連絡協

主
た

事

る
内
容

　中央公民館長

務

表彰に要する経費のほ

事

か、愛
議会の実施する

業

事業へ参加することに

評

より、 知県公民館連合

価

会・西三河公民館連絡

シ

協議会
公民館事業の円

ー

滑な実施を図る。 の実

ト

施する公民館関係事業

（

へ参加するための
経費

様

を支出する。

位
置
づ
け

式

関連計画  

根拠法令  

１

対象者 市民 事業期間 ～

）

実施方法 ■直営　□委

会

託　□指定管理　□補

計

助・助成　■その他

名 担当部 生涯学習部

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

一

２２年度実績 ２３年度

般

実績 ２４年度実績 ２５

会

年度計画

・中央公民館

計

長表彰5名 ・中央公民

公

館長表彰8名 ・中央公

民

民館長表彰8名 ・中央

館

公民館長表彰
・県公民

事

館連合会理事会 ・県公

務

民館連合会理事会 ・県

費

公民館連合会理事会 ・

事

県公民館連合会理事会

業

・県公民館主事部会代

担

表者会 ・県公民館主事

当

部会代表者会 ・県公民

課

館主事部会代表者会 ・

生

県公民館主事部会代表

涯

者会
・県公民館連合会

学

総会 ・県公民館連合会

習

総会 ・県公民館連合会

課

総会 ・県公民館連合会

款

総会

　中央公民館長表

項

彰の実施により、多年

目

にわたる公民館活動へ

担

の取組みを広く知らし

当

めるとともに、他の者

係

への活動の励

成果 みと

推

なった。

(できたこと

進

) 　県の主催する公民

係

館関係事業へ参加する

1

ことにより、各市町の

0

活動状況などを把握す

5

ることができた。

　毎

1

年総合式典に合わせて行われる中央公民館長表彰の対象者数により、記念品費などが増減する。
課題

　各種会議での報告は、会議へ参加しなくても書面で十分な場合がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 14,622 18,063 19,037 23,229 合計 19,037,299 円
需用費 1,341,690 円

財
　
源

特定財源 28 24 341 31 役務費 114,240 円
委託料 17,581,369 円

一般財源 14,594 18,039 18,696 23,198

職員人件費　② 2,537 2,871 1,910 1,990

総事業費（①＋②） 17,159 20,934 20,947 25,219

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料
建物共済保険金収入

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 教育文化

度

基本施策 生涯学習
施策

　

体系
施策の内容 生涯学

刈

習施設の利用促進

目
　

谷

　
　
的

　指定管理者に

市

より、適切な施設の管

事

理運営

主
た
る
内
容

・指

務

定管理者による維持管

事

理業務
を行い、地区活

業

動の活性化及び生涯学

評

習の推 ・市民館の修繕

価

及び樹木管理
進を図る

シ

。

位
置
づ
け

関連計画  

ー

根拠法令 刈谷市コミュ

ト

ニティ施設条例・刈谷

（

市市民館施設維持管理

様

要綱

対象者 市民 事業期

式

間 昭和６１年度 ～

実施

１

方法 ■直営　■委託　

）

■指定管理　□補助・

会

助成　□その他

計名 担当部 生涯学

Ｂ

習

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

部

年度実績 ２３年度実績

一

２４年度実績 ２５年度

般

計画

・施設修繕 ・施設

会

修繕 ・施設修繕 ・施設

計

修繕
・樹木剪定委託（

市

3館） ・樹木剪定委託

民

（3館） ・樹木剪定委

館

託 ・樹木剪定委託
・指

施

定管理料(22館) ・

設

指定管理料(22館)

管

・指定管理料(22館

理

) ・指定管理料(22

事

館)

　指定管理者であ

業

る各市民館運営委員会

担

からの不具合の報告や

当

市民館の建築年次から

課

来る経年劣化を踏まえ

生

、施設に対す

成果 る修

涯

繕及び樹木の剪定を行

学

った。

(できたこと)

習

　各市民館運営委員会

課

により、適切に施設の

款

管理運営を実施すると

項

ともに、指定管理者と

目

密に連携し、施設の状

担

況把握に
課題

努め、適

当

正に維持管理を行う。

係

(できなか 

 ったこ

施

と)

指標名称（単位）

設

実績値 目標値

２２年度

係

２３年度 ２４年度 ２５

1

年度 ２７年度

成果 利用

0

者満足度（％） ― 77

5

.3 86.7 90.9

1

90.9
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 22,523 13,690 12,898 15,013 合計 12,897,882 円
委託料 10,217,000 円

財
　
源

特定財源 7 0 0 0 負担金、補助及び
交付金 2,680,882 円

一般財源 22,516 13,690 12,898 15,013

職員人件費　② 6,886 4,666 6,225 2,358

総事業費（①＋②） 29,409 18,356 19,123 17,371

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 計画推進

基本

度

施策 参加・協働
施策体

　

系
施策の内容 地域活動

刈

の推進

目
　
　
　
的

　公

谷

民館活動の運営を行い

市

、地区活動の活性

主
た

事

る
内
容

○公民館運営委

務

託
化を図り、社会教育

事

の活性化を目指す。 ○

業

備品購入補助
○公民館

評

連絡協議会補助

位
置
づ

価

け

関連計画  

根拠法令

シ

地区公民館備品等整備

ー

事業補助金交付要綱

対

ト

象者 市民 事業期間 ～

実

（

施方法 □直営　■委託

様

　□指定管理　■補助

式

・助成　□その他

１）

会計名 担当部 生

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

涯

２年度実績 ２３年度実

学

績 ２４年度実績 ２５年

習

度計画

・公民館運営委

部

託(22地区) ・公民

一

館運営委託(22地区

般

) ・公民館運営委託(

会

22地区) ・公民館運

計

営委託(22地区)
・

公

公民館備品購入補助(

民

20 ・公民館備品購入

館

補助(18 ・公民館備

運

品購入補助（15 ・公

営

民館備品購入補助
地区

事

) 地区) 地区） ・公民

業

館連絡協議会補助
・公

担

民館連絡協議会補助 ・

当

公民館連絡協議会補助

課

・公民館連絡協議会補

生

助
・集会所運営費補助

涯

(33箇所) （集会所

学

関係は「集会所運営
・

習

集会所借地料補助(1

課

1箇所) 費等補助事業

款

」へ移行）
・集会所修

項

繕費補助(3箇所)

　

目

各地区公民館へ事業委

担

託及び備品購入補助を

当

行い、公民館活動の活

係

性化を図った。

成果 　

推

(できたこと)

　各地

進

区の特性を生かした活

係

動が行えるような支援

1

を今後は検討していく

0

必要がある。
課題

(で

5

きなか 

 ったこと)

1

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 公民館活動事業数（事業） 152 147 157 150 150
指標

 
指標

他市との
比較検証



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 12,833 14,902 14,010 12,200 合計 14,009,835 円
需用費 1,029,735 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 12,980,100 円

一般財源 12,833 14,902 14,010 12,200

職員人件費　② 2,175 1,436 813 1,290

総事業費（①＋②） 15,008 16,338 14,823 13,490

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 教育文化

度

基本施策 生涯学習
施策

　

体系
施策の内容 生涯学

刈

習施設の利用促進

目
　

谷

　
　
的

　施設・設備の

市

経年劣化に伴う補修等

事

を行い

主
た
る
内
容

・下

務

水道接続工事
、安全で

事

快適な施設を維持する

業

。 ・空調機取替工事

位

評

置
づ
け

関連計画  

根拠

価

法令  

対象者 市民 事業

シ

期間 ～

実施方法 ■直営

ー

　□委託　□指定管理

ト

　□補助・助成　□そ

（

の他

様式１）

会計名 担

Ｂ
　
事
　
業
　

当

実
　
績

２２年度実績 ２

部

３年度実績 ２４年度実

生

績 ２５年度計画

・野田

涯

市民館下水道接続 ・小

学

垣江市民館下水道接続

習

・井ケ谷市民館下水道

部

接続 ・空調機取替工事

一

・空調機取替 ・空調機

般

取替 ・空調機取替

　指

会

定管理者である各市民

計

館運営委員会からの故

市

障・不具合の報告を受

民

け、施設及び設備の修

館

繕を行うとともに、下

施

水道

成果 接続工事を行

設

い、適切な施設の維持

補

管理を行った。

(でき

修

たこと)

　空調機につ

事

いては、各市民館の建

業

設年次及び空調機の設

担

置年次からの経過年数

当

を基に取替計画を策定

課

し、各市民館運営
課題

生

委員会からの故障・不

涯

具合報告を踏まえ、計

学

画的に実施する。今後

習

、経年劣化により設備

課

の不具合の増加も予想

款

されるこ
(できなか 

項

とから、常に各市民館

目

の状況を把握していく

担

必要がある。
 ったこ

当

と)

指標名称（単位）

係

実績値 目標値

２２年度

施

２３年度 ２４年度 ２５

設

年度 ２７年度

成果 下水

係

道接続率（％） 85 9

1

0 95 95 100
指標

0

成果 空調機更新率（％

5

） 21 38 56 68 7

1

7
指標

 
他市との
比較検証



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 1,494 22,470 3,279 59,517 合計 3,279,262 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 交付金 3,279,262 円

一般財源 1,494 22,470 3,279 59,517

職員人件費　② 725 718 1,450 2,137

総事業費（①＋②） 1,494 23,195 4,751 61,690

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 教育文

度

化

基本施策 生涯学習
施

　

策体系
施策の内容 生涯

刈

学習施設の利用促進

目

谷

　
　
　
的

　集会所の施

市

設・設備の設置等に係

事

る費用を

主
た
る
内
容

・

務

新田屋敷集会所修繕費

事

補助
補助し、地区住民

業

の負担軽減を図ること

評

によ ・板倉会館修繕費

価

補助
り、地区活動の拠

シ

点を確保する。 ・蒲生

ー

池集会所修繕費補助

位

ト

置
づ
け

関連計画  

根拠

（

法令 集会所設置等補助

様

金交付要綱

対象者 市民

式

事業期間 ～

実施方法 □

１

直営　□委託　□指定

）

管理　■補助・助成　

会

□その他

計名 担当部 生涯学

Ｂ
　
事
　

習

業
　
実
　
績

２２年度実

部

績 ２３年度実績 ２４年

一

度実績 ２５年度計画

・

般

小山集会所修繕費補助

会

・小山集会所修繕事業

計

補助 ・新田屋敷集会所

集

修繕費補助 ・東境町高

会

山集会所修繕費補
・沖

所

野集会所建替工事費補

設

・板倉会館修繕費補助

置

助
　助 ・蒲生池集会所

等

修繕費補助 ・東竜集会

補

所修繕費補助
・小垣江

助

下組集会所修繕費 ・池

事

下団地集会所建築費補

業

助
　補助 ・東陽町集会

担

所建築費補助
・落合集

当

会所修繕費補助 ・中手

課

町集会所建築費補助
・

生

銀座１組集会所修繕費

涯

補助
・鵜島１・２組集

学

会所修繕費
補助

　地区

習

で設置した集会所の耐

課

震改修等の費用を補助

款

し、集会所を安全で快

項

適な施設とすることに

目

より、地区のコミュニ

担

テ

成果 ィ活動の活性化

当

に寄与した。

(できた

係

こと)

　耐震改修工事

施

が未了の集会所を安全

設

に利用できる施設とす

係

るため、早期に耐震改

1

修を実施することを推

0

進する。
課題

(できな

5

か 

 ったこと)

指標

1

名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 補助実績（館） 1 4 3 3 3
指標
成果 耐震化実施率（％） 9 36 45 91 100
指標

 
他市との
比較検証



２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 8,820 8,018 9,145 合計 8,018,388 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 0 5 6 5 交付金 8,018,388 円

一般財源 0 8,815 8,012 9,140

職員人件費　② 0 1,795 1,839 1,548

総事業費（①＋②） 0 10,615 9,857 10,693

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 土地建物貸付収入

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 教育

度

文化

基本施策 生涯学習

　

施策体系
施策の内容 生

刈

涯学習施設の利用促進

谷

目
　
　
　
的

　集会所の

市

運営費等を補助し、地

事

区活動の活

主
た
る
内
容

務

・集会所運営費等補助

事

性化及び生涯学習活動

業

の場の確保を図る。 ・

評

集会所借地料補助

位
置

価

づ
け

関連計画

根拠法令

シ

対象者 市民 事業期間 ～

ー

実施方法 □直営　□委

ト

託　□指定管理　■補

（

助・助成　□その他

様式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

部

２２年度実績 ２３年度

生

実績 ２４年度実績 ２５

涯

年度計画

・集会所運営

学

費補助 ・集会所運営費

習

補助 ・集会所運営費補

部

助 ・集会所運営費補助

一

　（33か所） 　（3

般

3か所） 　（33か所

会

） ・集会所借地料補助

計

・集会所借地料補助 ・

集

集会所借地料補助 ・集

会

会所借地料補助 ・集会

所

所修繕費補助
　（11

運

か所） 　（11か所）

営

　（11か所）
・集会

費

所修繕費補助 ・集会所

等

修繕費補助 ・集会所修

補

繕費補助

　集会所の維

助

持管理に要する運営費

事

及び借地料を補助する

業

ことにより、地区負担

担

を軽減し、地区活動の

当

拠点を確保に寄与

成果

課

した。

(できたこと)

生

　補助金の額・交付方

涯

法・交付時期について

学

、全庁的な補助金の見

習

直しの時期に合わせて

課

検討する。
課題

(でき

款

なか 

 ったこと)

指

項

標名称（単位）
実績値

目

目標値

２２年度 ２３年

担

度 ２４年度 ２５年度 ２

当

７年度

活動 運営費・借

係

地料の補助 実施 実施 実

施

施 継続実施 継続実施
指

設

標

指標

他市との
比較検

係

証

10 5 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度



（決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 120,360 130,196 66,045 132,000 合計 66,045,000 円
工事請負費 66,045,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 120,360 130,196 66,045 132,000

職員人件費　② 2,175 2,154 460 479

総事業費（①＋②） 122,535 132,350 66,505 132,479

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 教

度

育文化

基本施策 生涯学

　

習
施策体系

施策の内容

刈

生涯学習施設の利用促

谷

進

目
　
　
　
的

　市内2

市

0箇所の市民館にエレ

事

ベータを設置す

主
た
る

務

内
容

○設置工事（2館

事

）　桜・小垣江
ること

業

で、市民館の利便性を

評

向上させ、地区
活動の

価

活性化に寄与する。

位

シ

置
づ
け

関連計画  

根拠

ー

法令  

対象者 市民 事業

ト

期間 平成２０年度 ～ 平

（

成２５年度

実施方法 ■

様

直営　□委託　□指定

式

管理　□補助・助成　

１

□その他

）

会計名 担当部 生

Ｂ
　
事
　

涯

業
　
実
　
績

２２年度実

学

績 ２３年度実績 ２４年

習

度実績 ２５年度計画

・

部

設置工事（5館） ・設

一

置工事（5館） ・設置

般

工事（2館） ・設置工

会

事（3館）
　高須・一

計

ツ木・元刈谷・東 　井

市

ケ谷・今岡・熊・一里

民

　桜・小垣江 　野田・

館

今川・東境
　部・重原

エ

　山・西部
・実施設計

レ

（5館） ・実施設計（

ベ

5館）
　井ケ谷・今岡

ー

・熊・一里 　桜・野田

タ

・今川・東境
　山・西

設

部 　小垣江

　平成24

置

年度末までに、計17

事

館の市民館にエレベー

業

タを設置し、市民館の

担

利便性を高めた。

成果

当

(できたこと)

　平成

課

25年度の設置工事を

生

円滑に実施すること。

涯

課題

(できなか 

 っ

学

たこと)

指標名称（単

習

位）
実績値 目標値

２２

課

年度 ２３年度 ２４年度

款

２５年度 ２７年度

活動

項

実施設計済数（館） 1

目

5 20 ― ― ―
指標
活動

担

設置工事済数（館） 1

当

0 15 17 20 ―
指標

係

 
他市との
比較検証

施設係

10 5 1

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算）



日作文ｺﾝｸｰﾙ
・青少年作文ｺﾝｸｰﾙ 応募636通・青少年作文ｺﾝｸｰﾙ 応募430通・青少年作文ｺﾝｸｰﾙ 応募484通・青少年作文ｺﾝｸｰﾙ
・家族への手紙ｺﾝｸｰﾙ ・家族への手紙ｺﾝｸｰﾙ ・家族への手紙ｺﾝｸｰﾙ ・家族への手紙ｺﾝｸｰﾙ
　　　　　　　　応募714通 　　　　　　　　　応募590通　　　　　　　　応募727通 ・合同街頭補導実施
・合同街頭補導実施　96日 ・合同街頭補導実施　85日 ・合同街頭補導実施　78日

　青少年を取り巻く環境が大きく変化する中、学校、家庭、地域が青少年育成について情報交換を行い、共通の認識を得

成果 ることができた。

(できたこと)

・学区内危険箇所調査においては、各学校等が個々に要望をしていくのではなく地区内の総意及び共通理解が必要である
課題

。
(できなか 

・一部の活動は無償で協力を依頼しており、各団体の負担となっているケースがある。
 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 合同街頭補導（日） 96 85 78 75 80
指標
成果 善行美徳表彰（件） 20 21 21 21 21
指標

他市との
比較検証

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　

∧

ト

単位：千円
２２年度

　

２３年度 ２４年度 ２５

　

年度 ２４年度

（決算）

実

（決算） （決算） （予

　

算） 事業費内訳

事業費

　

　① 2,250 1,9

施

58 2,175 2,4

　

23 合計 2,174,

　

522 円
報償費 50

∨

5,727 円

財
　
源

特定財源 8 18 0 0 旅費 5,380 円
需用費 778,365 円

一般財源 2,242 1,940 2,175 2,423 委託料 794,500 円
使用料及び賃借料 90,550 円

職員人件費　② 1,450 2,154 2,264 2,800

総事業費（①＋②） 3,700 4,112 4,439 5,223

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 教育文

度

化

基本施策 青少年育成

　

施策体系
施策の内容 青

刈

少年を取り巻く環境の

谷

整備

目
　
　
　
的

　市内

市

小・中・高等学校及び

事

関係機関で組織

主
た
る

務

内
容

・児童生徒愛護会

事

の開催
する児童生徒愛

業

護会の活動を中心に、

評

児童生 ・夏季・冬季休

価

業中、テスト期間中、

シ

夜間等 
徒の生活指導

ー

、安全確保などの取組

ト

みを行い 街頭補導の実

（

施
、青少年の健全育成

様

を図る。 ・中学校区生

式

活指導懇談会の開催
・

１

善行美徳表彰の実施
・

）

学区内危険箇所調査の

会

実施
・家庭の日・青少

計

年作文コンクール、家

名

族へ 
の手紙コンクー

担

ルの実施
・のぞましい

当

家庭教育のしおりの発

部

行

位
置
づ
け

関連計画

根

生

拠法令  

対象者 市民 事

涯

業期間 ～

実施方法 ■直

学

営　■委託　□指定管

習

理　□補助・助成　□

部

その他

一般会計
青少年健

Ｂ
　
事
　
業

全

　
実
　
績

２２年度実績

育

２３年度実績 ２４年度

成

実績 ２５年度計画

・児

事

童生徒愛護会　定例会

業

4回・児童生徒愛護会

担

　定例会4回・児童生

当

徒愛護会　定例会4回

課

・児童生徒愛護会　定

生

例会3回
・中学校区生

涯

活指導懇談会 ・中学校

学

区生活指導懇談会 ・中

習

学校区生活指導懇談会

課

・中学校区生活指導懇

款

談会
        

項

        3箇

目

所実施 　　　　　　　

担

　3箇所実施 　　　　

当

　　　　3箇所実施 　

係

　　　　　　　　3箇

青

所実施
・善行美徳表彰

少

 20件81人 ・善行

年

美徳表彰　21件26

係

人 ・善行美徳表彰　2

1

1件33人 ・善行美徳

0

表彰
・危険箇所調査　

5

17箇所 ・危険箇所調

5

査　30箇所 ・危険箇所調査　66箇所 ・危険箇所調査
・家庭の日作文ｺﾝｸｰﾙ63人表彰・家庭の日作文ｺﾝｸｰﾙ63人表彰・家庭の日作文ｺﾝｸｰﾙ63人表彰・家庭の



研修　　　　1回 ・中学校区生活指導懇談会 ・中学校区生活指導懇談会 ・中学校区生活指導懇談会
・中学校区生活指導懇談会 　　　　　　　　　3回 　　　　　　　　　3回 　　　　　　　　　3回
　　　　　　　　　3回

　青少年育成市民運動地域推進員の活動を通して、青少年の健全育成や人間形成の基本となる家庭教育の重要性について

成果 啓発し、家族がふれあい、絆の強い明るい家庭づくりを促進した。

(できたこと)

　青少年育成市民運動地域推進員の氏名、活動内容等を市民だよりで広報しているが、あまり認知されていない。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

成果 講演会参加者数（人） 204 193 191 195 200
指標
活動 街頭啓発活動（回） 6 6 6 5 5
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 438 346 326 448 合計 325,8

Ｄ

46 円
報償費 180

　

,400 円

財
　
源

特

　

定財源 0 0 0 0 需用費

　

110,346 円
使

Ｏ

用料及び賃借料 35,

　

100 円

一般財源 4

　

38 346 326 44

∧

8

職員人件費　② 1,

　

087 1,436 1,

　

698 2,211

総事

実

業費（①＋②） 1,5

　

25 1,782 2,0

　

24 2,659

建
設
事

施

業

全体事業費（単位：

　

千円） 0 ２４年度特定

　

財源名称

２４年度迄の

∨

累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 教育

度

文化

基本施策 青少年育

　

成
施策体系

施策の内容

刈

家庭教育の推進

目
　
　

谷

　
的

　青少年育成市民

市

運動の啓発、夜間街頭

事

補導

主
た
る
内
容

○青少

務

年育成市民運動地域推

事

進員連絡協議会
への参

業

加、関係行政機関・団

評

体との連携や連 　の開

価

催
絡などを行い、地域

シ

における青少年健全育

ー

成 ○家庭教育啓発指導

ト

事業推進会（講演会）

（

の
の推進を図る。 　開

様

催
○市民運動等強調月

式

間における街頭啓発活

１

動
　の実施
○研修会の

）

実施
○夏季特別夜間街

会

頭補導への参加
○中学

計

校区生活指導懇談会へ

名

の参加

位
置
づ
け

関連計

担

画  

根拠法令 刈谷市青

当

少年育成市民運動地域

部

推進員設置要綱

対象者

生

市民 事業期間 ～

実施方

涯

法 ■直営　□委託　□

学

指定管理　□補助・助

習

成　□その他

部

一般会計
家庭教

Ｂ
　

育

事
　
業
　
実
　
績

２２年

啓

度実績 ２３年度実績 ２

発

４年度実績 ２５年度計

指

画

・青少年育成推進員

導

連絡協 ・青少年育成推

事

進員連絡協 ・青少年育

業

成推進員連絡協 ・青少

担

年育成推進員連絡協
　

当

議会　　　　　　4回

課

　議会　　　　　　3

生

回 　議会　　　　　　

涯

3回 　議会　　　　　

学

　3回
・家庭教育啓発

習

指導事業推 ・家庭教育

課

啓発指導事業推 ・家庭

款

教育啓発指導事業推 ・

項

家庭教育啓発指導事業

目

推
　進会（講演会）　

担

1回 　進会（講演会）

当

　1回 　進会（講演会

係

）　1回 　進会（講演

青

会）　1回
・街頭啓発

少

活動　　3回 ・街頭啓

年

発活動　　3回 ・街頭

係

啓発活動　　3回 ・街

1

頭啓発活動　　3回
・

0

夜間街頭補導　　3回

5

・夜間街頭補導　　3

5

回 ・夜間街頭補導　　3回 ・夜間街頭補導　　2回
・研修会　　　　　1回 ・施設研修　　　　1回 ・施設研修　　　　1回 ・研修会　　　　　1回
・施設



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 560 400 399 700 合計 399,309 円
負担金、補助及び

財
　
源

特定財源 54 92 0 0 交付金 399,309 円

一般財源 506 308 399 700

職員人件費　② 1,087 1,436 707 516

総事業費（①＋②） 1,647 1,836 1,106 1,216

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ

５

　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　

年

事
　
業
　
概
　
要

総合計

度

画
分野 教育文化

基本施

　

策 青少年育成
施策体系

刈

施策の内容 青少年を取

谷

り巻く環境の整備

目
　

市

　
　
的

　青少年に自然

事

体験、地域活動、異世

務

代交流

主
た
る
内
容

　複

事

数の非営利団体が連携

業

して実施する青少
など

評

多様な機会を提供し、

価

地域社会を基盤と 年健

シ

全育成に大きな効果が

ー

得られる先駆的な
した

ト

青少年健全育成及び環

（

境づくりを推進す 事業

様

に対して、1事業10

式

万円を限度として補助

１

る。 金を交付する。

位

）

置
づ
け

関連計画 刈谷市

会

生涯学習推進計画

根拠

計

法令

対象者 市民（青少

名

年） 事業期間 平成１６

担

年度 ～

実施方法 ■直営

当

　□委託　□指定管理

部

　□補助・助成　□そ

生

の他

涯学習部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　

ハ

実
　
績

２２年度実績 ２

ツ

３年度実績 ２４年度実

ラ

績 ２５年度計画

・応募

ツ

6事業 ・応募4事業 ・

か

応募4事業 ・応募7事

り

業
・採択6事業 ・採択

や

4事業 ・採択4事業

　

っ

補助金を交付すること

子

により、地域社会を基

育

盤とした多様な活動の

成

機会を提供し、家庭や

支

学校及び地域が一体と

援

なって

成果 ハツラツと

事

した子どもを育む環境

業

づくりを支援した。

(

担

できたこと)

　補助枠

当

7事業に対して4事業

課

の応募（採択4事業）

生

であったため追加募集

涯

を行ったが、新たな応

学

募は見込めなかった。

習

課題

(できなか 

 っ

課

たこと)

指標名称（単

款

位）
実績値 目標値

２２

項

年度 ２３年度 ２４年度

目

２５年度 ２７年度

活動

担

補助対象採択事業数（

当

事業） 6 4 4 7 7
指標

係

成果 参加者数（人） 

青

1,897 1,040

少

684 800 800
指

年

標
 

他市との
比較検証

係

10 5 5



8人 日高小学校　　　40人
合　計　　　　　　459人 【新設校及び定員数】

富士松東小学校　40人

・体験活動や地域住民との交流を通して、子どもの社会性を育む機会を提供することができた。

成果 ・学年、学級を超えた集団遊び等を通して、子ども同士での関わり方を学ぶことができた。

(できたこと) ・学校生活に慣れない子どもたちにも、学校に来る楽しみや元気を与えることができた。

・教室のスペースに限りがあるため、登録の制限が必要となっている。
課題

・登録児童の自由参加としているため、実際の参加児童数の把握が困難であり、またスタッフの配置数について過不足が
(できなか 

生じる。
 ったこと)

・放課後子ども教室の開設に伴い、コーディネーター等多数の地域の人材が必要となる。

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 開設校数（校） 3 5 6 7 8
指標
成果 登録児童数（人） 266 346 459 460 500
指標

開設状況
他市との 碧南市：7校中1校　安城市：21校中3校　知立市：7校中7校　高浜市：5校中5校
比較検証

Ｄ
　

Ｃ
　
事
　
業
　

　

コ
　
ス
　
ト

単位：千円

　

２２年度 ２３年度 ２４

Ｏ

年度 ２５年度 ２４年度

　

（決算） （決算） （決

　

算） （予算） 事業費内

∧

訳

事業費　① 7,61

　

4 12,107 13,

　

397 15,985 合

実

計 13,397,15

　

9 円
賃金 2,733

　

,500 円

財
　
源

特

施

定財源 5,000 6,

　

901 6,965 9,

　

700 報償費 9,67

∨

5,520 円
需用費 218,948 円

一般財源 2,614 5,206 6,432 6,285 役務費 241,531 円
備品購入費 527,660 円

職員人件費　② 3,987 6,461 4,598 4,937

総事業費（①＋②） 11,601 18,568 17,995 20,922

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 放課後子ども教室推進事業費
補助金

２６年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ

２

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

５

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

年

概
　
要

総合計画
分野 教

度

育文化

基本施策 青少年

　

育成
施策体系

施策の内

刈

容 青少年の自立支援と

谷

社会参加の促進

目
　
　

市

　
的

　学校、家庭、地

事

域が連携して放課後の

務

子ど

主
た
る
内
容

　地域

事

の方々の参画を得て、

業

遊びや学習、体
もの安

評

全・安心な居場所を設

価

け、子どもたち 験活動

シ

、地域住民との交流な

ー

どの取組みを行
が地域

ト

社会の中で、心豊かで

（

健やかに育まれ う放課

様

後子ども教室を開設す

式

る。
る環境づくりを推

１

進する。

位
置
づ
け

関連

）

計画 刈谷市次世代育成

会

支援行動計画（後期計

計

画）、刈谷市生涯学習

名

推進計画

根拠法令 放課

担

後子どもプラン推進事

当

業実施要綱、刈谷市放

部

課後子ども教室事業実

生

施要綱

対象者 各小学校

涯

に在籍する児童 事業期

学

間 平成２０年度 ～

実施

習

方法 ■直営　□委託　

部

□指定管理　□補助・

一

助成　□その他

般会計
放課後子ど

Ｂ

も

　
事
　
業
　
実
　
績

２２

プ

年度実績 ２３年度実績

ラ

２４年度実績 ２５年度

ン

計画

【登録児童数】 【

事

登録児童数】 【登録児

業

童数】 【既設校及び定

担

員数】
小高原小学校　

当

  101人 小高原小

課

学校　　　 96人 小

生

高原小学校　　　11

涯

3人 小高原小学校　　

学

80人
富士松北小学校

習

  117人 富士松北

課

小学校　　105人 富

款

士松北小学校　　 7

項

8人 富士松北小学校　

目

40人
小垣江小学校 

担

  　48人 小垣江小

当

学校       9

係

7人 小垣江小学校  

青

     98人 小垣

少

江小学校　　40人　

年

合　計　　　　　26

係

6人 朝日小学校　　　

1

　 26人 朝日小学校

0

　　　　 59人 朝日

5

小学校　　　40人
衣

5

浦小学校　　　　 22人 衣浦小学校　　　　 43人 衣浦小学校　　　40人
合　計　　　　　　346人 日高小学校　　　　 6



　 1,100人

・創作活動、自然体験など、様々な活動を通して地域住民や異世代交流を図るとともに、週末の安全・安心な居場所を提

成果 供する事ができた。

(できたこと) ・キッズクラブかきつばたにおいて、一部のプログラムを変更したところ参加者が増加した。

ほとんどのプログラムは、申込不要であるため、参加児童に対するスタッフの過不足が生じる。また、各会場により参加
課題

者数にバラつきが生じた。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 ちらし配布数（枚） 962 5,919 6,078 5,827 6,000
指標
成果 参加者数（人） 996 1,080 1,126 1,100 1,200
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,749 2,735 2,735 2,724 合計 2,735,376

Ｄ

 円
委託料 2,735

　

,376 円

財
　
源

特

　

定財源 1,512 1,

　

176 1,345 1,

Ｏ

345

一般財源 1,2

　

37 1,559 1,3

　

90 1,379

職員人

∧

件費　② 725 1,4

　

36 1,203 884

　

総事業費（①＋②） 3

実

,474 4,171 3

　

,938 3,608

建

　

設
事
業

全体事業費（単

施

位：千円） 0 ２４年度

　

特定財源名称

２４年度

　

迄の累積事業費 0 放課

∨

後子ども教室推進事業費
補助金

２６年度以降の事業費見込 0

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ

２

　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　

５

∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

年

総合計画
分野 教育文化

度

基本施策 青少年育成
施

　

策体系
施策の内容 青少

刈

年の自立支援と社会参

谷

加の促進

目
　
　
　
的

　

市

週末に子どもの安全・

事

安心な活動拠点を設

主

務

た
る
内
容

　小・中学生

事

を対象に市内3箇所の

業

生涯学習セ
け、遊び、

評

文化活動等の体験活動

価

を通じ、子 ンターでキ

シ

ッズクラブを開設し、

ー

子どもたち
どもが心豊

ト

かで健やかに育まれる

（

環境づくり が安心して

様

集うことができる居場

式

所を提供す
を推進する

１

。 る。
○開催場所 
・

）

たんぽぽ　　南部生涯

会

学習センター　
・アイ

計

リス　　刈谷市総合文

名

化センター
・かきつば

担

た　北部生涯学習セン

当

ター
○開催日
　6月か

部

ら3月
　月3回土曜日

生

の午前または午後　

位

涯

置
づ
け

関連計画 刈谷市

学

生涯学習推進計画

根拠

習

法令 放課後子どもプラ

部

ン推進事業実施要綱、

一

刈谷市キッズクラブ事

般

業実施要綱

対象者 市内

会

在住の小・中学生 事業

計

期間 平成１７年度 ～

実

キ

施方法 □直営　■委託

ッ

　□指定管理　□補助

ズ

・助成　□その他

クラブ事業
担当課 生

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

涯

２年度実績 ２３年度実

学

績 ２４年度実績 ２５年

習

度計画

【参加者延べ人

課

数】 【参加者延べ人数

款

】　 【参加者延べ人数

項

】 【参加予定延べ人数

目

】
・たんぽぽ　　32

担

7人 ・たんぽぽ　　 

当

475人 ・たんぽぽ　

係

　   586人 ・た

青

んぽぽ　　   40

少

0人
・アイリス　　4

年

12人 ・アイリス　　

係

 438人 ・アイリス

1

　　   355人 ・

0

アイリス　　   4

5

50人
・かきつばた　

5

257人 ・かきつばた　 167人 ・かきつばた　   185人 ・かきつばた　   250人
　合　計　　　996人   合　計   　1,080人 　合　計　　　 1,126人 　合　計　　



ームページ・市民だよりに掲載、パンフレットを配布し周知した。

・本事業の活動として悩みの相談対応があるが、ピアカウンセラーとして活動する大学生スタッフの確保が課題である。
課題

・利用者の減少が課題である。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 利用者数（人） 1,224 1,342 1,230 1,300 1,300
指標
成果 中高生が関わったイベントの回数（回） 2 3 3 3 3
指標

碧南市、豊田市、高浜市が類似の事業を実施。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 2,128 1,983 1,998 1,976 合計 1,997,688 円
委託料 1,997,688 円

財
　
源

特定財源 211 456 0 0

一般財源 1,917 1,527 1,998 1,976

職員人件費　② 725 1,077 920 884

総事業費（①＋②） 2,853 3,060 2,918 2,860

建
設
事
業

全体事業費（単位：

Ｄ

千円） 0 ２４年度特定

　

財源名称

２４年度迄の

　

累積事業費 0

２６年度

　

以降の事業費見込 0

Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　

２

Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　

５

計
　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業

年

　
概
　
要

総合計画
分野

度

教育文化

基本施策 青少

　

年育成
施策体系

施策の

刈

内容 青少年の自立支援

谷

と社会参加の促進

目
　

市

　
　
的

　中高生が放課

事

後等に気軽に集まるこ

務

とがで

主
た
る
内
容

　中

事

高生が放課後等に気軽

業

に立ち寄れる居場
きる

評

居場所を提供し、中高

価

生自らイベントの 所を

シ

提供し、声かけ、悩み

ー

等の相談対応や自
企画

ト

運営にも携わることが

（

できる機会も提供 主的

様

な活動への支援を行う

式

。大学生をピアカ
する

１

ことにより、若者が健

）

やかに成長し、自 ウン

会

セラーとして養成し、

計

スタッフとして配
己形

名

成と他者とともに次代

担

の社会を担うこと 置す

当

る。
ができるようにな

部

ることを目指す。 ○場

生

　所　刈谷市総合文化

涯

センター内
　　　　　

学

談話コーナー
○開催日

習

　毎週火・木曜日　1

部

6:00～21:00

一

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

般

市次世代育成支援行動

会

計画（後期計画）、刈

計

谷市生涯学習推進計画

中

根拠法令 子ども・若者

高

育成支援推進法

対象者

生

市内在住または在学の

の

中高生 事業期間 平成２

居

２年度 ～

実施方法 □直

場

営　■委託　□指定管

所

理　□補助・助成　□

づ

その他

くり事業
担当課 生

Ｂ
　
事
　
業

涯

　
実
　
績

２２年度実績

学

２３年度実績 ２４年度

習

実績 ２５年度計画

利用

課

者数　延べ1,224

款

人 利用者数　延べ1,

項

342人 利用者数　延

目

べ1,230人 利用者

担

数　延べ1,300人

当

　学習活動や、大学生

係

スタッフとの交流を深

青

める中で、中高生が気

少

軽に立寄ることができ

年

る居場所づくりができ

係

た。各種

成果 イベント

1

の企画・実施、大学生

0

スタッフにピアカウン

5

セラー（仲間として相

5

談に応じる人）養成講座を行い、相談に対応

(できたこと) できる知識を習得した。活動内容、イベント等をホ



果 受講者数（人） 48 30 37 40 45
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 222 230 197 349 合計 197,150 円
報償費 132,000 円

財
　
源

特定財源 38 24 30 72 使用料及び賃借料 65,150 円

一般財源 184 206 167 277

職員人件費　② 2,175 2,871 2,688 2,874

総事業費（①＋②） 2,397 3,101 2,885 3,223

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 講座受講料

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 教育文

度

化

基本施策 青少年育成

　

施策体系
施策の内容 青

刈

少年の自立支援と社会

谷

参加の促進

目
　
　
　
的

市

　青少年に多様な学習

事

・体験活動の機会の場

務

主
た
る
内
容

　市内在住

事

・在勤または在学の1

業

8歳～39歳の
を提供

評

し、生涯学習の推進、

価

ボランティア活 青少年

シ

を対象に、文化・芸術

ー

・福祉・スポー
動への

ト

参加促進を図る。 ツな

（

どの各種講座を開催す

様

る。
8回連続講座　年

式

2回開催

位
置
づ
け

関連

１

計画  刈谷市生涯学習

）

推進計画

根拠法令  

対

会

象者 市内在住･在勤･

計

在学の18～39歳 事

名

業期間 平成７年度 ～

実

担

施方法 ■直営　■委託

当

　□指定管理　□補助

部

・助成　□その他

生涯学習部

一般会計

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　
績

２

ヤ

２年度実績 ２３年度実

ン

績 ２４年度実績 ２５年

グ

度計画

・ヤングカレッ

カ

ジⅠ　 ・ヤングカレッ

レ

ジⅠ ・ヤングカレッジ

ッ

Ⅰ ・ヤングカレッジⅠ

ジ

　　8回
　8回　受講

事

者数22人 　8回　受

業

講者数14人 　8回　

担

受講者数16人 ・ヤン

当

グカレッジⅡ　　8回

課

・ヤングカレッジⅡ ・

生

ヤングカレッジⅡ ・ヤ

涯

ングカレッジⅡ
　8回

学

　受講者数26人 　8

習

回　受講者数16人 　

課

8回　受講者数21人

款

・青少年に多様な学習

項

、体験活動の機会の場

目

を提供することができ

担

た。

成果 ・防災対策講

当

座を企画し、自主防災

係

、ボランティア活動へ

青

の参加促進を図った。

少

(できたこと)

・参加

年

人数が減少傾向にある

係

。
課題

・受講生の女性

1

比率が高いため、男女

0

を問わず申込みをしや

5

すい講座内容にする必

5

要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 募集案内配布事業所数（ヶ所） 35 41 41 42 45
指標
成



較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 159 260 246 339 合計 245,812 円
報償費 152,000 円

財
　
源

特定財源 23 17 38 72 需用費 9,912 円
使用料及び賃借料 83,900 円

一般財源 136 243 208 267

職員人件費　② 2,175 2,871 2,688 2,874

総事業費（①＋②） 2,334 3,131 2,934 3,213

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 講座受講料

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　

２

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

５

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

年

　
要

総合計画
分野 教育

度

文化

基本施策 青少年育

　

成
施策体系

施策の内容

刈

青少年の自立支援と社

谷

会参加の促進

目
　
　
　

市

的

　青少年の学習機会

事

の充実を図るとともに

務

、

主
た
る
内
容

　市内在

事

住・在勤または在学の

業

18歳から39歳
自主

評

活動グループの育成及

価

び指導者の養成を の青

シ

少年を対象に、文化・

ー

芸術・スポーツな
推進

ト

する。 どの専門講座を

（

開催する。
・8回連続

様

講座　年2回開催

位
置

式

づ
け

関連計画 刈谷市生

１

涯学習推進計画

根拠法

）

令  

対象者 市内在住・

会

在勤・在学の18歳～

計

39歳 事業期間 平成１

名

５年度 ～

実施方法 ■直

担

営　□委託　□指定管

当

理　□補助・助成　□

部

その他

生涯学習部

一般会

Ｂ
　
事
　
業

計

　
実
　
績

２２年度実績

ヤ

２３年度実績 ２４年度

ン

実績 ２５年度計画

・ウ

グ

ォーキング講座 ・ウォ

ゼ

ーキング講座 ・デジカ

ミ

メ講座 ・デジカメ講座

ナ

　8回
　6回　受講者

ー

数11人 　6回　受講

ル

者数11人 　8回　受

事

講者数29人 ・未定　

業

8回
・コミュニケーシ

担

ョン術講座 ・陶芸講座

当

・陶芸講座
　8回　受

課

講者数20人 　8回　

生

受講者数13人　 　8

涯

回　受講者数18人

・

学

若者のニーズにあった

習

講座を企画し、男女と

課

もに多数の申込みがあ

款

った。（デジカメ講座

項

）

成果 ・デジカメ講座

目

受講生有志による自主

担

活動グループができた

当

。

(できたこと)

講座

係

内容により応募者数等

青

に変動が生じたり、女

少

性比率が高くなるため

年

、企画段階での検討が

係

必要である。
課題

(で

1

きなか 

 ったこと)

0

指標名称（単位）
実績

5

値 目標値

２２年度 ２３

5

年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 募集案内配布事業所数（ヶ所） 35 41 41 41 45
指標
成果 受講者数（人） 31 24 47 40 40
指標

 
他市との
比



度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

活動 成人式への参加を促す実行委員会の開催（回） 13 14 14 15 15
指標
成果 成人式参加率（％） 67 67 72 70 70
指標

　知立市、碧南市、高浜市、安城市は成人式実行委員会を組織し、実施している。
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 3,696 3,790 3,886 3,886 合計 3,886,075 円
委託料 3,275,725 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 使用料及び賃借料 610,350 円

一般財源 3,696 3,790 3,886 3,886

職員人件費　② 5,074 6,102 4,244 4,200

総事業費（①＋②） 8,770 9,892 8,130 8,086

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

２

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

５

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

年

合計画
分野 教育文化

基

度

本施策 青少年育成
施策

　

体系
施策の内容 青少年

刈

の自立支援と社会参加

谷

の促進

目
　
　
　
的

　刈

市

谷市成人式実行委員会

事

との共催で成人式

主
た

務

る
内
容

　新成人の中か

事

ら実行委員会を組織し

業

、式の
を開催し、次代

評

を担う新成人の門出を

価

祝福す 企画、運営を行

シ

い、心に残る成人式を

ー

開催す
るとともに、大

ト

人になったことを自覚

（

し、自 る。
ら生き抜こ

様

うとする意欲の向上を

式

図る。

位
置
づ
け

関連計

１

画  

根拠法令

対象者 新

）

成人(平5.4.2～

会

平6.4.1生) 事業

計

期間 ～

実施方法 ■直営

名

　■委託　□指定管理

担

　□補助・助成　□そ

当

の他

部 生涯学習部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　

会

実
　
績

２２年度実績 ２

計

３年度実績 ２４年度実

成

績 ２５年度計画

開催日

人

　平成23年1月9日

式

開催日　平成24年1

開

月8日 開催日　平成2

催

5年1月13日 開催日

事

　平成26年1月12

業

日
会  場　刈谷市総

担

合文化セ 会  場　刈

当

谷市総合文化セ 会　場

課

　刈谷市総合文化セ 会

生

　場　刈谷市総合文化

涯

セ
　　　　ンター 　　

学

　　ンター 　　　　ン

習

ター 　　　　ンター
対

課

象者数　1,792名

款

対象者数　1,635

項

名 対象者数　1,65

目

4名 対象者数　約1,

担

500名
参加者数　1

当

,200名 参加者数　

係

1,095名 参加者数

青

　1,194名

・成人

少

式を行うことにより、

年

新成人が恩師や旧友ら

係

と話し合う機会となり

1

、大人として今後どの

0

ように生きていくかを

5

語

成果 るきっかけとな

5

った。

(できたこと) ・新成人送迎時の駐停車場所、道路の混雑が課題であったが概ね解消ができた。

　施設内の新成人の滞留等課題が残った。
課題

(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年



算） 事業費内訳

事業費　① 4,615 4,755 4,881 5,225 合計 4,881,454 円
需用費 935,265 円

財
　
源

特定財源 969 1,019 801 892 役務費 37,239 円
委託料 3,899,910 円

一般財源 3,646 3,736 4,080 4,333 使用料及び賃借料 9,040 円

職員人件費　② 725 359 1,132 1,621

総事業費（①＋②） 5,340 5,114 6,013 6,846

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 教育文化

基本

度

施策 生涯学習
施策体系

　

施策の内容 学習機会の

刈

充実

目
　
　
　
的

　市民

谷

に憩いの場を提供し、

市

福祉の増進を図

主
た
る

事

内
容

・受付等業務委託

務

る。 ・施設・設備修繕

事

位
置
づ
け

関連計画  

根

業

拠法令 刈谷市十朋亭条

評

例・刈谷市十朋亭条例

価

施行規則

対象者 対象者

シ

を限定せず 事業期間 昭

ー

和４７年度 ～

実施方法

ト

■直営　■委託　□指

（

定管理　□補助・助成

様

　□その他

式１）

会計名 担当

Ｂ
　
事

部

　
業
　
実
　
績

２２年度

生

実績 ２３年度実績 ２４

涯

年度実績 ２５年度計画

学

・受付等業務委託 ・受

習

付等業務委託 ・受付等

部

業務委託 ・受付等業務

一

委託
・冷暖房設備保守

般

業務委託 ・冷暖房設備

会

保守業務委託 ・冷暖房

計

設備保守業務委託 ・冷

施

暖房設備保守業務委託

設

・消防用設備保守管理

管

委託 ・消防用設備保守

理

管理委託 ・消防用設備

事

保守管理委託 ・消防用

業

設備保守管理委託

　年

担

代を問わず、四季を通

当

じて会合、レクリエー

課

ション、休憩等で多く

生

の方の利用に供し、住

涯

民の福祉の増進を図っ

学

た。

成果

(できたこと

習

)

　亀城公園再整備計

課

画の中で、一体的に施

款

設のあり方を検討する

項

必要がある。
課題

(で

目

きなか 

 ったこと)

担

指標名称（単位）
実績

当

値 目標値

２２年度 ２３

係

年度 ２４年度 ２５年度

推

２７年度

成果 十朋亭稼

進

働率（％） 29.0 2

係

6.3 23.1 25.

1

0 30.0
指標

 
指標

0

 
他市との
比較検証

5 10

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予



費内訳

事業費　① 98,328 97,260 96,688 98,004 合計 96,688,432 円
役務費 48,728 円

財
　
源

特定財源 2 2 1 11 委託料 90,165,007 円
使用料及び賃借料

一般財源 98,326 97,258 96,687 97,993 3,490,907 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 2,175 2,154 2,193 1,916 交付金 2,983,790 円

総事業費（①＋②） 100,503 99,414 98,881 99,920

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 行政財産目的外使用料

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 教育文化

基本

度

施策 生涯学習
施策体系

　

施策の内容 学習機会の

刈

充実

目
　
　
　
的

　指定

谷

管理者により、適切に

市

市民休暇村の管

主
た
る

事

内
容

・指定管理者によ

務

る管理運営
理運営を行

事

い、市民の福祉の増進

業

を図る。

位
置
づ
け

関連

評

計画  

根拠法令 刈谷市

価

民休暇村条例・刈谷市

シ

民休暇村条例施行規則

ー

対象者 市民 事業期間 平

ト

成１０年度 ～

実施方法

（

■直営　■委託　■指

様

定管理　□補助・助成

式

　□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事

生

　
業
　
実
　
績

２２年度

涯

実績 ２３年度実績 ２４

学

年度実績 ２５年度計画

習

・指定管理者による管

部

理運営 ・指定管理者に

一

よる管理運営 ・指定管

般

理者による管理運営 ・

会

指定管理者による管理

計

運営
・管理用備品購入

施

・消火器取替え
・外壁

設

劣化診断調査委託

　指

管

定管理者により市民休

理

暇村を適切に管理運営

事

し、市民の福祉の増進

業

を図った。

成果

(でき

担

たこと)

　平成18年

当

度から前年度まで80

課

%を超える高い客室稼

生

働率を維持しているが

涯

、リピーターの割合が

学

高いため、新規利用者

習

課題
の獲得に努めるこ

課

とにより、さらなる稼

款

働率の向上を図る。
(

項

できなか 

 ったこと

目

)

指標名称（単位）
実

担

績値 目標値

２２年度 ２

当

３年度 ２４年度 ２５年

係

度 ２７年度

成果 年間客

施

室稼働率（％） 82.

設

6 82.1 82.2 8

係

0%台維持 80%台維

1

持
指標

 
指標

 
他市と

0

の
比較検証

5 11

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業



,053 103,204 108,729 合計 103,204,144 円
需用費 321,300 円

財
　
源

特定財源 11,990 11,569 11,428 11,125 役務費 48,289 円
委託料 102,151,845 円

一般財源 89,836 91,484 91,776 97,604 使用料及び賃借料 682,710 円

職員人件費　② 1,450 1,795 2,193 2,137

総事業費（①＋②） 103,276 104,848 105,397 110,866

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 北部生涯学習センター使用料
行政財産目的外使用料

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

５

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

　

施策 生涯学習
施策体系

刈

施策の内容 生涯学習施

谷

設の利用促進

目
　
　
　

市

的

　指定管理者により

事

施設の適切な管理運営

務

を

主
た
る
内
容

・北部生

事

涯学習センターの管理

業

運営
行い、生涯学習の

評

推進を図る。

位
置
づ
け

価

関連計画  

根拠法令 刈

シ

谷市生涯学習センター

ー

条例・刈谷市生涯学習

ト

センター条例施行規則

（

対象者 対象者を限定せ

様

ず 事業期間 平成２０年

式

度 ～

実施方法 ■直営　

１

□委託　■指定管理　

）

□補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 生涯学

Ｂ
　
事
　
業
　
実

習

　
績

２２年度実績 ２３

部

年度実績 ２４年度実績

一

２５年度計画

・指定管

般

理者による管理運営 ・

会

指定管理者による管理

計

運営 ・指定管理者によ

北

る管理運営 ・指定管理

部

者による管理運営
・消

生

火器取替え
・外壁劣化

涯

診断調査委託

　市民の

学

生涯学習の拠点として

習

、指定管理者により適

セ

切に施設の管理運営を

ン

行い、生涯学習を推進

タ

した。

成果

(できたこ

ー

と)

　利用者の意見を

施

反映し、一層の利用率

設

の向上を図り、より良

管

い施設運営を継続する

理

。
課題

(できなか 

 

事

ったこと)

指標名称（

業

単位）
実績値 目標値

２

担

２年度 ２３年度 ２４年

当

度 ２５年度 ２７年度

成

課

果 北部生涯学習センタ

生

ー利用率（％） 27.

涯

2 27.1 28.3 2

学

9 30
指標

 
指標

 
他

習

市との
比較検証

課

款 項 目 担当係 施

Ｃ
　

設

事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単

係

位：千円
２２年度 ２３

1

年度 ２４年度 ２５年度

0

２４年度

（決算） （決

5

算） （決算） （予算）

1

事業費内訳

事業費　①

2

101,826 103



２５年度 ２７年度

 
指標

 
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 28,027 10,539 10,952 13,000 合計 10,951,950 円
需用費 964,950 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 工事請負費 9,987,000 円

一般財源 28,027 10,539 10,952 13,000

職員人件費　② 1,450 718 743 1,584

総事業費（①＋②） 29,477 11,257 11,695 14,584

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0

２６年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成２

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

５

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

年

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

度

計画
分野 教育文化

基本

　

施策 生涯学習
施策体系

刈

施策の内容 生涯学習施

谷

設の利用促進

目
　
　
　

市

的

　施設・設備の補修

事

を行い、貸館としての

務

機

主
た
る
内
容

・浄化槽

事

機器取替修繕
能維持を

業

図る。 ・メインホール

評

棟北側階段沈下補修　

価

　
・体育室屋上改修工

シ

事

位
置
づ
け

関連計画  

ー

根拠法令  

対象者 対象

ト

者を限定せず 事業期間

（

～

実施方法 ■直営　□

様

委託　□指定管理　□

式

補助・助成　□その他

１）

会計名 担当部 生

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

涯

績

２２年度実績 ２３年

学

度実績 ２４年度実績 ２

習

５年度計画

・舞台照明

部

設備調光装置更新 ・浄

一

化槽機器取替修繕 ・浄

般

化槽機器取替修繕 ・浄

会

化槽エア配管修繕
・中

計

央監視装置更新　 ・研

北

修室床張替え工事 ・メ

部

インホール棟北側階段

生

沈 ・舞台機構修繕
・ピ

涯

アノ庫空調機設置　 ・

学

受電設備改修工事 　下

習

補修工事 ・受水槽内塗

セ

装修繕
・非常用自家発

ン

電機鉛蓄電池 ・舞台幕

タ

地開閉装置改修工事 ・

ー

体育室屋上防水改修工

施

事 ・排水ポンプ修繕
　

設

取替修繕 ・体育室バス

補

ケットボールコ
・エン

修

トランスホール防水改

事

ートライン補修
　修工

業

事 ・洋式トイレ改修工

担

事
・自動制御装置ダン

当

パモータ
等取替工事
・

課

事務室改修工事
　施設

生

及び設備の補修工事を

涯

行い、貸館として良好

学

な機能を維持した。

成

習

果

(できたこと)

　県

課

が平成2年に開館した

款

施設（愛知県勤労福祉

項

会館）の譲渡を受け、

目

市が生涯学習センター

担

として転用利用してい

当

る施
課題

設であるため

係

、施設・設備が経年劣

施

化により不具合が生じ

設

ている。適切な時期に

係

予防保全を実施し、長

1

寿命化を図る必要
(で

0

きなか 
がある。

 っ

5

たこと)

指標名称（単

1

位）
実績値 目標値

２２

2

年度 ２３年度 ２４年度



Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 466,584 470,330 470,704 477,715 合計 470,704,055 円
需用費 67,651,145 円

財
　
源

特定財源 77,257 91,139 94,299 91,675 役務費 616,788 円
委託料 400,415,750 円

一般財源 389,327 379,191 376,405 386,040 使用料及び賃借料
1,668,922 円

職員人件費　② 2,175 2,871 1,839 2,137 備品購入費 303,450 円
負担金、補助及び

総事業費（①＋②） 468,759 473,201 472,543 479,852 交付金 48,000 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ２４年度特定財源名称

２４年度迄の累積事業費 0 中央生涯学習センター使用料
、総合文化センター駐車場使

２６年度以降の事業費見込 0 用料、市民ホール使用料、
行政財産目的外使用料

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　

２

Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ

５

　
事
　
業
　
概
　
要

総合

年

計画
分野 教育文化

基本

度

施策 生涯学習
施策体系

　

施策の内容 生涯学習施

刈

設の利用促進

目
　
　
　

谷

的

　指定管理者により

市

、適切に総合文化セン

事

タ

主
た
る
内
容

・総合文

務

化センターの維持管理

事

ーの管理運営を行い、

業

生涯学習の機会及び文

評

・指定管理者による管

価

理運営業務
化・芸術活

シ

動の発表の場を提供す

ー

る。

位
置
づ
け

関連計画

ト

 

根拠法令 刈谷市総合

（

文化センター条例・刈

様

谷市総合文化センター

式

駐車場条例・刈谷市生

１

涯学習センター条例

対

）

象者 対象者を限定せず

会

事業期間 平成２１年度

計

～

実施方法 ■直営　■

名

委託　■指定管理　□

担

補助・助成　□その他

当部 生涯学習部

一般

Ｂ
　
事
　
業
　
実
　

会

績

２２年度実績 ２３年

計

度実績 ２４年度実績 ２

施

５年度計画

・指定管理

設

者による管理運営 ・指

管

定管理者による管理運

理

営 ・指定管理者による

事

管理運営 ・指定管理者

業

による管理運営
・ピア

担

ノ修繕 ・コインロッカ

当

ー購入
・ピアノ運搬台

課

車購入
・簡易特殊公衆

生

電話購入

　生涯学習及

涯

び文化・芸術の拠点と

学

して、指定管理者によ

習

り適切に施設の管理運

課

営を行い、生涯学習の

款

推進及び文化・芸

成果

項

術の振興に寄与した。

目

(できたこと)

　平成

担

26年度末に指定管理

当

者の指定期間が満了す

係

るため、新たな指定に

施

向けた指定管理者の公

設

募準備を行う必要があ

係

る。
課題

(できなか 

1

 ったこと)

指標名称

0

（単位）
実績値 目標値

5

２２年度 ２３年度 ２４

1

年度 ２５年度 ２７年度

3

成果 中央生涯学習センター利用率（控室除く）（％） 35.7 42.4 45.4 46 48
指標

 
指標

 
他市との
比較検証



まなびの広場」については、子どもから大人までの幅広い世代を対象に行い、学習活動

へ取り組むきっかけを提供することができた。

　大学連携講座においては、実施する講座が単発講座になると目標値の達成が困難となる。講座の実施については大学の
課題

協力を得る必要があるため、大学との連絡調整を通じて引き続き一定の講座数を確保する必要がある。
(できなか 

 ったこと)

指標名称（単位）
実績値 目標値

２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２７年度

成果 大学連携講座の延受講者数（人） 1,012 274 240 300 1,500
指標

指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２４年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 0 11,266 11,573 12,723 合計 11,573,035 円
需用費 18,685 円

財
　
源

特定財源 0 37 63 432 役務費 7,750 円
委託料 11,381,000 円

一般財源 0 11,229 11,510

Ｄ

12,291 使用料及

　

び賃借料 102,00

　

0 円
負担金、補助及

　

び

職員人件費　② 0 3

Ｏ

,230 4,739 4

　

,200 交付金 63,

　

600 円

総事業費（

∧

①＋②） 0 14,49

　

6 16,312 16,

　

923

建
設
事
業

全体事

実

業費（単位：千円） 0

　

２４年度特定財源名称

　

２４年度迄の累積事業

施

費 0 講座受講料

２６年

　

度以降の事業費見込 0

　
∨

平成

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　

２

Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画

５

　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概
　

年

要

総合計画
分野 教育文

度

化

基本施策 生涯学習
施

　

策体系
施策の内容 学習

刈

機会の充実

目
　
　
　
的

谷

　中央生涯学習センタ

市

ーにおいて大学連携講

事

主
た
る
内
容

　中央生涯

務

学習センターにおいて

事

、年に1回、
座をはじ

業

めとする各種市民向け

評

講座及びイベ 親子や一

価

般を対象とした無料の

シ

講座・講演会
ントを行

ー

い、市民の学習意欲の

ト

向上や学習活 を開催す

（

る日を設定し、市民が

様

気軽に学習活
動への参

式

加促進を図る。 動に触

１

れられる場を設ける。

）

位
置
づ
け

関連計画 刈谷

会

市生涯学習推進計画

根

計

拠法令

対象者 市民 事業

名

期間 ～

実施方法 □直営

担

　■委託　■指定管理

当

　□補助・助成　■そ

部

の他

生涯学習部

一般会

Ｂ
　
事
　
業
　

計

実
　
績

２２年度実績 ２

市

３年度実績 ２４年度実

民

績 ２５年度計画

・愛知

講

教育大学 ・愛知教育大

座

学 ・愛知教育大学 ・愛

開

知教育大学
　5講座　

設

延受講者数　481人

等

　8講座　延受講者数

事

　172人 　4講座　

業

延受講者数 　53人

担

　4講座を予定
・名城

当

大学 ・名城大学 ・名城

課

大学 ・名城大学
　6講

生

座　延受講者数　53

涯

1人 　2講座　延受講

学

者数　102人 　2講

習

座　延受講者数　18

課

7人 　2講座を予定
（

款

平成22年度は「施設

項

管理事 ・生涯学習イベ

目

ント「刈谷ま ・生涯学

担

習イベント「刈谷ま ・

当

生涯学習イベント「刈

係

谷ま
業」「市民講座開

推

設事業」に なびの広場

進

」 なびの広場」 なびの

係

広場」を実施予定　
て

1

実施） 　9講座1講演

0

　339人 　11講座

5

1講演　300人

　大

1

学連携講座においては

3

、大学教授等による専門的な講座を実施することにより、市民の学習意欲の向上及び学習活動

成果 の活性化を図ることができた。

(できたこと) 　また、生涯学習イベント「刈谷


